
第 3回 今後の県立高校の在り方検討委員会（2016.7.15） 
議題 1 「次期再編成基本計画に向けての検討課題（論点整理）」のための資料 
                                                     島根大学教職大学院 肥後 功一 

 
1. 高等学校教育をめぐる最近の国（中央教育審議会等）の動向 
・2011.9 ＜初等中等教育分科会高等学校教育部会 設置＞ 
     高校教育の質の保証・向上について審議 
・2012.8 ＜高大接続特別部会設置＞  
     高校教育と大学教育との円滑な接続と連携を強化するための方策について議論 
・2013.10 ＜教育再生実行会議「第 4次提言」＞ 
 「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について」 
・2014.6 ＜高等学校教育部会による「審議まとめ」＞ 
	 「初等中等教育分科会高等学校教育部会	 審議まとめ〜高校教育の質の確保・向上に向けて〜」……今回資料	

・2014.12 ＜高大接続特別部会による「答申」＞ 
	 「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について	

	 	 〜すべての若者が夢や目標を芽吹かせ，未来に花開かせるために〜」……前回参考資料	

・2016.6.27 ＜教育課程部会高等学校部会による「議論の取りまとめ（案）」等を公表→参考図＞ 
 
2. 論点整理のたたき台（今回配布資料（2014.6）から） 
 
Q１. 基本的な教育環境をどう整備するか 
 ・次世代を担う生徒に求められる新たな学力像に基づく「学ぶ力」をはじめ，共通の資質・能力 
  （コア）を高いレベルで身につけるためには，どのような教育環境（学校規模，学級規模，学 
  習内容，学習方法 等）を整えればよいだろうか。 
 ・学習をめぐる今日的な課題（基礎学力の不足，学習意欲の低下，学習習慣の未形成，学び直し 
  のニーズ など）に対処するためには，どのような教育環境（学校規模，学級規模，学習内容， 
  学習方法 等）を整えればよいだろうか。 
 ・通常の学級での特別な教育的支援が必要な生徒が増加し，そうした生徒も共に学ぶことを教育 
  上の良さや強みにしていくために，どのような教育環境（学校規模，学級規模，学習内容，学 
  習方法 等）を整えればよいだろうか。 
 
 
 
 
Q２. 個性に応じた多様な学びが希望する進路へとつながっていく高校教育をどう実現するか 
 ・新たな価値を主導・創造する人材を育成するため，意欲と能力のある生徒に対し，柔軟にハイ 
  レベルな学習機会・教育環境をどのように提供すればよいだろうか。 
 ・今後ますます進むグローバル化，ICT化に対応した人材（国際的なコミュニケーショ能力をも 
  つ人材，ICT活用を自らの武器として成長していく人材など）を育成するためには，必要な教 
  育環境をどのように整備していけばよいだろうか。 



 ・最先端の科学技術（生命工学，ロボット工学など）を直接的に体験することから高い志や目標 
  を持ち，高等学校の教育課程の枠を超えた学びをめざすような生徒を，どのように育成すれば 
  よいだろうか。 
 ・スポーツや芸術など多様な分野の才能の開花を支援し，希望する進路へとつなげていくために 
  はどのような教育体制が必要だろうか。 
 
 
 
 
Q３. 地域資源を活かし，地域活性化にもつながるよう高校教育をどう魅力化するか 
 ・各地域の高校教育を，生徒の多様性も踏まえながら地域ニーズに応じた魅力あるものにするた 
  めに，普通科，専門学科を，それぞれどのように配置すればよいだろうか。 
 ・その際に，総合学科，教育課程の区分を設けない単位制高校，学校間連携・学校外学修の単位 
  認定制度，中高一貫教育など，多様な高校教育の選択肢を提供するための新たな制度を利用す 
  るなどして，各学校の特色化をどのように進めればよいだろうか。 
 ・校区外，県外などからの生徒募集について，今後，各学校の魅力化・特色化という観点からど 
  のように考え，進めていけばよいだろうか。 
 ・地域資源を活かした特色あるキャリア教育をどのように進めていけばよいだろうか。 
 
 
 
 
 
 以上のような柱建て（論点整理）に基づきながら「高校教育に関する議論」を丁寧に行い， 
 その過程において，先に「検討課題例」として示された具体的な懸案についても， 
 どのように考えるべきか，どのような方策が有効か，どのような可能性を追求すべきか，など  
 適宜整理しながら進めていくことにしてはどうか。 
 

 

 



参考図 教育課程部会	高等学校部会	による「議論の取りまとめ（案）」（2016 年 6 月 27 日） 
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